21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」講演会開催報告書

（化学研究所）　栗原達夫

演者：Elizabeth Pilon-Smits（コロラド州立大学 Assistant Professor、USA）

演題：Studying selenium metabolism in plants – A biotechnological approach
　　（植物におけるセレン代謝に関する研究　−　生物工学的アプローチ）
場所・日程：化学研究所・2003年11月4日（火）

総参加者概数：30名

講演内容：
　セレンは哺乳動物などの微量必須元素であるが、過剰に摂取すると毒性を示す。近年、セレンは環境汚染物質として問題視されている。Pilon-Smits 博士は、セレンで汚染された土壌を、植物を用いて浄化する、フィトレメディエーションの技術を開発すべく、精力的に研究を展開している。今回の講演会では、ATP スルフリラーゼ、シスタチオニンγ-シンターゼ、セレノシステインリアーゼを高発現させることで植物のセレン耐性が向上することなど、興味深い最新の研究成果が紹介された。また、セレンと硫黄の代謝に関与すると考えられる新しい酵素や、本酵素と相互作用するタンパク質に関する知見も紹介された。講演終了後には活発な討論が行われ、非常に意義深い学術講演会となった。

[image: image1.jpg]



�








